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亜細亜大学大黛院アジア・国際経営戦略礒究科 教授、本学会翻会長
　ご紹介いただきました容 と申します。「中
国人と日本人7一過去 ・現在 ・未来7」 という
題でお話 しいたしますが、まず簡単に自己紹
介をさせていただきます。
　皆さんご存 じだと思いますが、17世紀、近
松門左衛門の人形浄瑠璃に 「国性爺合戦』と
いう演目があ ります。上演後17カ月もの続
演記録を打ち立てたという当時非常に人気を
呼んだ浄瑠璃として知られ、後に歌舞伎にも
なりました。この浄瑠璃は、近松と同じ時代
に中国人を父に日本人を母に持ち、台湾の宮
廷に明朝の復興運動を行った鄭成功という人
がモデルだったと言われております。史実は
「国姓爺」という称号が正しいのですが、近
松は性別の 「樹 というふうにタイ トルを変
えて書き下ろしています。
　昨年このアジア ・国際経営戦略学会設立総
会の基調講演で、衛藤藩吉先生が16世紀か
ら18世紀 くらいまでのヨーロッパでは、海
賊と貿易商人の区別が付かないような私掠船
が活躍したというお話をなさいましたが、実
はヨーロッパの海だけではなくて、アジアの
海域も同じような状況にあ りました。国姓爺
鄭成功の父である鄭芝竜 も1000隻の船を保
有 し、当時南海貿易 といわれていた日本と中
国、日本と南海を股にかけて活躍していたと
言われております。 日本の女性と結婚 し、日
本に住んでいたのですが、彼が率いた船団は
武装化も進め、時には商人、時には海賊とし
ての二面の顔を持っていた人物でした。
　この鄭成功親子の活躍といい、あるいは近
松が隣国である中国に同じ時代の人物を浄瑠
璃の題材に求めたことといい、17世紀のこの
時代に日本 と東アジァ、日本と東南アジアと
は海を通しての交流がとても盛んで、人の行
き来も非常に多かったということが分か りま
す。
　近松は、作品のモデルである鄭成功の名前
を和藤内と改めています。日本でも、中国で
もないということを名前で表したものだと思
われますが、実は私のアイデンティティーも
また、和でも唐でもないといえるのではない
かと思います。私の生まれは中国ですが、親
とともに3歳に香港に移 り、17歳には留学の
ため日本にやって来ました。やがて日本の大
学を卒業してアメリカに渡り、コロンビア大
学で修士となってか ら再び日本に戻 り、東京
大学国際関係論の博士課程に入学しました。
衛藤藩吉先生の下で博士 号を取得してから、
今度はシンガポールの国立大学に就職、その
間にまた1年間アメリカに行って1989年に
日本に戻り、亜細亜大学に就職して現在に至
っているというのが私の経歴です。
　 17歳で香港を離れてからアメリカに6年
間、シンガポールに6年間、それ以外はずっ
と日本に滞在していますから、今では日本に
一番長く住んでいることになります。自分の
アイデンティティーは中国人でもなければ日
本人でもない、どこに行っても異郷人という
感覚を持っている私が、中国人と日本人の過
去 ・現在 ・未来を本当に客観的に語れるかど
うか少し心配な点があります。
　まず 「過去」から始まるわけですけれども、
中国と日本の交流は和藤内の時代よりずっと
古く、少なくとも奈良時代 とか平安時代まで
さかのぼらなければなりません。国民性とい
う言葉があります。よく口本人は組織の利益
もしくは公益を優先させる民族と言われま
す。一方、中国人は拝金主義、強欲、利己主
義、責任逃れへ 公衆道徳の欠如の民族などと
言われております。
　 しかし国民性というものは、長い歴史と環
境によって形成されたものであって、それぞ
れの社会固有の制度や隈習は、ほかの民族に
は奇異に映るかもしれませんけれども、その
土地においては一定の合理性があるのです。
異文化 と交流するときは、まずその国の文化
を理解した.ヒで適切に対応しなければなりま
せん。これが国際関係の基本であって、ビジ
ネスの基本でもあると私は確信 しています。
日本はたくさんの中国文化を取 り入れたにも
関わらず、なぜ日本人の国民性と中国人の国
民性がこうも違うかということから考えてみ
たいと思います。
　 ご存じのように7世紀から9世紀にかけ、
中国文化がnaaみかけるように日本に入ってき
ました。しかし日本文化は終始、中国文化 と
別のアイデンティティーを持つものであった
と私は思います。日本人には取捨選択の原則
があるし、また導入 した外来文化 と日本の在
来文化とを融合して、新たな文化を編み出す
ことにはとてもたけていました。
　例えば、中国には政権を正当化する 「天命」
という概念があります。皇帝は、天になり代
わって地上に王朝を治めるのですが、皇帝の
統治能力、あるいはその実績に民が満足する
かどうかによって天命は判断されるわけで
す。仁徳を失った王朝と判断されたときに革
命、つまり天命を改める、そういうことがで
きます。孟子の言葉に、「民を貴 しとし、社
稜 これに次 ぎ、君を軽しとなす」(人民が ・
番尊く、国家はその次で、君主はまたその後)
というものがあり、まさに革命を容認する思
想は、中国において絶対的権力を集めた皇帝
の暴走をチェックする思想でもありました。
　一方、日本は中国の天命思想を天皇制に導
入 しましたけれども、違う意味合いを持つも
のとなりました。日本においての天命の意味
は血統中心となってしまい、つまり天皇の神
聖なる出生、天照大神の子孫であることが天
皇の天命であるということです。ですから、
どんなに政治が悪 くても、天照大神の子孫で
ある限り天命を失うことはありませんし、日
本の民も、天皇に対して革命を起こすような
16 .一　 ジ ャー ナ ル 　 No.2
ことはできません。
　 こうして中国には革命の伝統があって、王
朝が何十年から何百年ごとに交代し続ける一
方、日本は万世一系、…応南北朝の時にいと
このラインに代わったというふうに私は習っ
ていますけれども、その時代を除くとずっと
同じ家族が日本を治めることになっていまし
た。「孟子』の本を積んで日本に来る船は必
ず沈没する、そのような言い伝えを聞いたこ
とがあるのですが、皆さん、革命の思想はそ
れほど口本では受け入れ られないのでしょう
か。
　次に、日本と中国の歩みを比較してみます
と、「日本は貴族社会、中国は平等社会」と
いうふうに言われています。貴族社会という
のは、人間の出生や血統 によって、その社会
的身分や地位が決められる世襲的社会のこと
を指します。中国には科挙という国家試験が
あって、その国家試験によって官吏を選出、
一応誰でも試験に合格すれば上に上るチャン
スがあるというような、平等な社会を意味し
ます。それに対して世襲制社会の日本はその
人の生まれ、つまり門地、門閥によって自動
的に官僚の位階まで決められたと言われてい
ます。
　 日本は中国の法律を受け入れましたけれど
も、きちんと手直 しをしました。中国の政治
機構は六つの省から成ってきたのに対し、日
本はいわゆる二官八省を基本 とする体制で
す。君主である天皇の下に朝廷の祭祀を担当
する神祇官と、国政を統括する太政官が置か
れへ太政官の下には中国の制度にない宮内省
と中務省を含む、全部で八つの省が設けられ
ました。
　中国の制度にない神祇官は、政治をつかさ
どる太政官とのバランスを取るために設置さ
れたもので、これは中国の皇帝にはない、日
本の天皇の持つ宗教的な意味、あるいはその
機能の宗教的側面を代表するものです。結果
的には、中国から導入した制度は名目上の飾
り物となり、実際に奈良時代や平安時代に機
能 していたのは、日本が新たに新設した制度
でした。
　なぜわざわさ苦 労して、このような精緻な
位階制度を中国から取 り入れなければならな
かったのかというと、宮廷貴族あるいは地方
の氏という氏姓制度を乗 り越え、中央集権制
度にしたかったという意図があったのです
が、結局失敗 して機能せずに、その後の日本
の政治における身分とか地位も結局は従来ど
おりに血統、つまり、その人がどのような家
に生 まれたかによって決められていきまし
た。
　 ところで政治のほうは、中国は文民、日本
は武家といい、中国と日本は同じ上農工商と
いう四つの社会階級があり、しかも、その上
に同じく 「士」という字を使っているのです
が、中国の士 というのは試験制度に合格した
文民の士、その十が統治階級になります。し
かしn本は軍入の武.トが士であるわけです。
荘園制度の発達で、口本の地方貴族は軍事貴
族となり武士の母体となりました。軍事集団
というものは命令に絶対服従という性格があ
って、団結より大切なものはありません。だ
からこそ日本人は、自分の所属する集団の要
求や利益を最優先とするという国民性を持つ
ようになったのではないかと思われます。
　次に両国の文字について考えます。中国は
表意文字、一つ一つの漢字が意味を表す文字
で、日本の場合は表音文字、一つ一つの字が
意味を持たず、音声を表す文字を用います。
日本は中国の漢字を取 り入れましたけれど
も、漢字は日本語のように著しく語尾が変化
する言葉に適応するのは非常に難しい。むし
ろ日本は漢字ではなく、アルファベットみた
いな表音文字を取り入れたほうが、日本のた
めになったのではないか という説もあ りま
す。
　 しかし、この場合も結局、日本人は天才的
に漢字を簡略化し、新たに平仮名、片仮名と
いう表音文字を作って、その問題を解決 した
わけです。ですから、日本と中国は同文同種
の同文とも言えないし、同じ漢字を使ってい
るからといって、同じ漢字と果たして言える
のかという疑問も確かにあります。
　歴史を見てみると、中国の5000年の歴史
は治と乱の繰 り返しでした。もしかすると、
平和よりは動乱の期問が長いのではないかと
言われています。王朝交代のたびに戦乱が起
き、たびたび異民族の侵略も受けました。日
本の場合は、戦国時代という時代もあったの
ですけれど、概して平和と安定の時期が長か
ったのではないでしょうか。外国の侵攻 とい
えば、戦後のアメリカ占領を除けば元冠、モ
ンゴルの大軍が来たくらいで、しかも元冠で
さえも、日本では 「神風」によって退治した
と言われています。大変幸せな民族だと思い
ます。こうしてみますと中国人は、日本人に
は想像もできないほど生存競争の激しい歴史
を生 き抜いてきたと言えます。このことは、
特に中国人の国民性形成に大きな影響を与え
たと思います。
　 法律についても中国は人治社会、日本は法
治社会 と言われています。確かにそうです。
中国では、皇帝の時代は言うまでもなく国民
党の時代も、共産党の毛沢東時代、ある意味
で登il小平時代も、ずっと皇帝や時の指導者 と
なった人の独裁政権であったわけです。法律
はあってないようなものでした。
　 日本では、鎌倉時代の 「連署」に代表され
るように、古 くから制度が重んじられてきま
した。近世になると、徳川家康が武家諸法度
とか参勤交代とか、いろいろな制度を制定し、
200年以上も徳川家の安定政権を維持 してき
ました。明治に入ると、1890年には早速憲
法を制定 しました。 しかも日本は法律を制定
するだけに終わらず、きちんと守ってもきま
した。
　 中国は 「孝」、日本人は 「忠」 ということ
もよく言われます。中国人は親孝行、つまり
家族を最も大事にするが、日本人は組織への
忠P/+x/L・を最優先 します。例えば、親の死に目
に会えなくても仕事を優先することは、日本
では美談ですけれども、中国ではあり得ない
話です。
　最後に何をもって人は大事とするか、その
価値はどこにあるかということですが、中国
ではもともとどんな階級に生まれても、勉強
して科挙に合格して士になれば官吏に任命さ
れ、社会的地位の上昇に伴ってお金が入 りま
す。そのお金で土地を買えば地主にもなれま
す。中国の統治階級というのは士、官僚、地
主の三位一体と言われていますが、科挙に合
格すれば、誰でもそのチャンスはあるのです。
いつ天災や戦乱が起きるか分か りません。起
きたときに誰にも頼れないような世の中で、
自分と家族をしっか り守るには、お金と土地
が一番大事というわけです。
　世襲制の日本では、原則としてほかの階級
から士族にはなれません。ですから、与えら
れた社会階級の中で最善を尽 くすようになり
ます。中国では、農民 も職人も商人も子ども
を勉強させて試験を受けさせ、統治階級にな
ることを目指す という夢が持てるのに対 し、
日本の社会では、ほかの階級に上ることは原
則としてできないので、農民も職人も商人も、
その階級の中で技術を磨いて最善を求めるの
です。
　中国人 と違って日本人は政府を信用し、政
府の決めた法律を守 ります。それは個人が何
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かあったときに政府が守ってくれる、助けて
くれると信 じているか らだと思います。会社
組織にしても同じようなところがあります。
集団の利益を個人の利益より優先させ、その
代わりによく面倒を見てもらえるというよう
な制度です。
　中国では少なくとも文革あた りまでの社会
主義政権を含めて、何千年にわたる政権交代
による混乱、あるいは洪水、飢謹のような天
災のたびに、中国人は自分 と自分の家族を守
るよりほかはなかったのです。政権、政府と
いうものは中国人にとって、国民の命や財産
を守るものではなく、むしろ威圧的に税金を
取 り立てたり、個人の行動を制限したり、家
族の生活を脅かしたりする存在でしかありま
せんでした。一人の人間が生きていくのに頼
りになるのは画Lのつながった家族、そしてあ
てになるのはやはりお金なのです。
　 もちろん、あまりひどい圧政のときには革
命として爆発しますが、そこまで行かない場
合は、個人の力というのは政府に対抗できま
せんから、黙ってじっと我慢してお金を貯め、
自分を守るしかあ りません。もう少しチャン
スや力のある中国人は、政府の干渉から逃れ
るために外国に逃げ出すこともできるわけで
す。いわゆる剰 喬というものです。
　 ただ、どこに行っても自分たちの政府を後
ろ盾にして海外に進出する日本人と違って、
中国人である華僑はまず食べるために自分の
力で地盤を築き、お金を貯めなければなりま
せん。時には保身のために、あるいは現地の
権力者を買収するためにもお金が掛か りま
す。中国人にとっては、生きていくためには
お金が必要なのだということを納得 していた
だけると思います。拝金主義、強欲、利己主
義、責任逃れへ 公衆道徳の欠如といったよう
な国民性は、このような厳しい生存競争の歴
史を生き抜 くための知恵だとも言えるのでは
ないでしょうか。
　 さて、「現在」に話を進めましょう。中国
も改革開放のおかげで少 し民主化が進み、生
活 も随分豊かになっているのですが、まだま
だ国民性は変わらないところがあります。改
革開放から二十数年と日も浅 く、政府 も組織
もまだ信じられないところがあります。社会
保障制度も完備されていないので、少しでも
給料の高いところにすぐ転職 したり、あるい
は独立 した りというように目先の利益しか見
えなくなります。世の中にはいつどんなこと
が起こるか分からないし、政府や組織に自分
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の運命を委ねられない以上、組織が約束して
くれるという将来もなかな力揺 じられません
から、今手に入るお金は、なんとしても手に
しておかなければなりません。
　そこで、相変わらず中国人は公衆道徳が欠
如しているという指摘をよく聞きます。例え
ば公私の別がなくて、生活の足しに会社の製
品を勝 手に自分のうちに持ち帰ったりすると
いう話があります。それに対して中国人は、
こんな安い給料では生活ができないと反論し
たり、不合格品を捨てるよりは、個人的に利
用するほうが合理的ではないかというような
言い方をするわけです。
　中国入は列に並ばない ともよく言われま
す。これは、やはり中国社会では公のものを
まだ信 じられない、あるいは、信じても裏切
られることが多いと思われるからではないで
しょうか。例えば、ホームで列をなして電車
を待つ とします。日本人なら、一台目の電車
に乗れなくても、すぐ次の電車がやってくる、
と信じて疑わないことができます。しかし中
国人は、目の前の電車に乗らなければ、電車
は二度と来ないかもしれない、と思うのです。
早い者勝ちの社会で、ルールを守って損をし
たときに、誰も同情してくれないようなとこ
ろがあります。
　サービスの話にしても、サービスの中国語
は 「服務」です。「人民に奉仕する」 という
有名な毛沢東の講演記録があ りますが、これ
は文革時代に必読学習文献であって、毛沢東
は滅私奉公の精神を人民に強要しました。中
国を色あせぬ共産主義の革命基地とするため
に、「滅私奉公」、つまり、どんなことにも耐
えなさいという考えです。
　 その象徴 として、「雷峰同志に学ぶ運動」
の中で雷峰が英雄 として、模範として祭 り上
げられました。彼は児童団から少年先鋒隊、
そして共産主義青年団に入りました。ごく普
通の中国人で、やがて人民解放軍に入隊した
のですが、長い間彼はずっと各地の農場や工
場で黙々とサービス活動、奉仕活動を続けた
のです。
　 ところが1962年のある日、彼は22歳の若
さで事故に遭い亡くなりました。死ぬまで全
く無名だったのですが、亡 くなってから彼の
残 した日記の中に毛沢東の言葉がたくさん引
用されたということが発見されたのです。毛
沢東の思想を 生 懸命勉強すれば、彼のよう
に無私の人間になれるということで、「雷峰
同志に学ぶ運動」が始まりました。彼に学ぼ
うというスローガンは、文化大革命の中で各
種新聞や学校の教科書で盛んに取 り上げら
れ、サービス精神の模範として、無私の象徴
として祭り上げられました。
　 ここで分かることは、サービスとか服務と
か奉仕 といった概念は、共産主義中国では経
済的な概念ではなくて、政治優先の政策の下、
共産主義を永続させるための政治戦略として
使われていたということです。滅私奉公、個
人のことは全く考えずに、どんな犠牲にも耐
えるという意味として使われていたわけで
す。しかしいくら毛沢東でも、入民にこのよ
うな精神論を強要するのは無理でした。
　共産主義政権の下ではすべての企業が国有
化され、また階級闘争を全面的に打ち出した
中で、一番偉い階級である労働者を解雇する
ことはできません。不平等を克服するために
は、非常に格差の少ない賃金体系を適用させ
ました。その結果として、働いても働かなく
ても賃金は同じという悪平等を生み、誰もま
じめに働かなくなって生産は停滞 しました。
経済が発展 しない中で商品が不足 し、中国で
は完全に売り手市場となりました。売るほう
は、お客さんに対 して圧倒的に強い立場だっ
たわけで、商品を手に取ることも許さないし、
おつ りは投げ返して くるといったような、売
ってやるという態度が非常に目立ちました。
そこにはサービス精神というものの存在はあ
りませんでした。
　 ですから中国人がサービスを知らないので
はなくて、これも政治や社会制度の所産であ
って、サービスしても自分の得にならないし、
しなくても首になる心配がないのでは、サー
ビスなんかしなかったということです。今は
もしか して、少し進歩を見せているかも知れ
ません。
　 その中国の 「未来」はどうなるのか、少し
楽観的にみますと中国人の国民性は、厳しい
環境の中で生き残るための知恵である以上、
環境が変わらない限り改まらないとも思えま
す。しかし、「衣食足 りて礼節を知る」とい
う言葉があるように、生活が豊かになってい
く過程の中で中国人も少しずつ変わっていく
はずです。
　 中国人の頭の中には、お金 と自分しかない
から、社会とか政治には全く無関心という誤
解があります。そうではなく、一党独裁政権
の下でうっかり政治とか社会問題に関心のあ
ることを示すと、生命にかかわる危険がある
から黙っていただけで、政治に口を出しても
安全だと分かったいまの台湾や香港では、政
権への批判や民主化への要求運動は実に盛ん
になっています。
　つまり、状況が整えば先進国の口本や欧米
のように、中国にも中間市民層が台頭 してく
ると思います。この中問1の定義というのは、
一定の財産を有 して、国家に対して個人とし
ての権利意識を持ち、自律的 ・自発的に政治
や社会に参加する人たちです。中国がこうい
うふうになれば、アジア太平洋地域の平利と
安定に貢献できるのではないかと切に期待す
るところです。
　中困の直面する問題ですけれども、国内問
題は一応中国自身に任せることとして、国際
的な問題でいうと、今後国際協力がますます
必要になってくると思います。 日本と中国の
経済は垂直分業から水平分業になって、双方
向関係が次第に増大 してきました。日本経済
のこれからの発展のためには中国の存在が必
要だし、中国にとっても、日本の高度な技術
と長期の投資に耐えられるような資本力は絶
対必要なものです。
　しか し、日本と中国を常に工場と市場の関
係だけで見るのではなく、むしろ、「東アジ
ア共同体」といったような多国間関係の中の
協力関係という視点から考えてみてはいかが
でしょうか。例えば、1997年の金融危機が
発生してからは、アジアの共通通貨圏の成立
に向けての協力という提案が聞こえてきまし
た。農業ですけれども中国人は最近、食べ過
ぎらしいのです。食糧の需要が増加 して食糧
輸入国になってしまいました。これから口本
と中国だけではなくて、アジアあるいは世界
の食糧を安定確保するためにはどうすればい
いか。エネルギーにしても、急激な経済発展
の中で輸入依存度を高めていますが、これか
ら資源の共同開発や石油の共同備蓄とか、そ
ういう案もありますし、環境問題は中国の国
民および経済には甚大な被害を与えています
から、日本からの技術移転も望まれるわけで
す。
　 こういうふうに新 しいlf中関係に向けて、
2006年の10月、安倍首相は中国訪問した時
に 「戦略的111恵関係」を提案 し、中国の温家
宝首相も賛同しました。戦略的互恵関係とい
うのは、fil_Uxする国益があることを認め合っ
た.トで、利害が共通する分野で協力関係を進
展させるという意味で、大変現実的な大人の
関係だと思います。2007年の12月、福田首
相が北京大学での講演の時もこの考え方に賛
成し、三つの柱 として 「互恵協力、国際貢献、
相互理解 ・相互信頼」を取 り上げました。
　このように日中両国は、東アジア共同体の
構築に協力し合っていると思われますが、実
際には東アジア共同体の成否に向けて、さま
ざまな駆け引きを行っています。初めの頃、
日本はアメリカに非常に遠慮して、なかなか
積極的にかかわろうとしなかったのですけれ
ども、そのうちに中国の動きが活発になって
きたのを見ると、今度は中国の主導になるこ
とを牽制して、例えば中国は 「ASEAN+3」
というふうに提案すれば、日本は 「ASEAN
+6」と、日・中・韓のほかに、オース トラ
リア、ニュージーランド、インドの参加を主
張しました。2004年に 「ASEAN+3」と
いうところに落ち着きましたが、東アジア共
同体の実際の動きは、一向に進みません。む
しろ政治面において日本と中国の主導権争い
ばかり目立っています。とくに、日本のほう
は長期的な戦略をほとんと欝 たず、中国が何
か言って出てくれば、それに対抗するだけ、
と批判されています。
　ところが、このような不毛な国際政治に対
して、民間では経済共同体の動きがあります。
例えば大変有名な日本自動車のT社 ですけれ
ども、T社 は中国のほかに、アジアのいろい
ろな所、(台湾、インドネシア、マレーシア、
フィリピン、ベ トナム、インド、パキスタン、
バングラデ ッシュなど)にその生産拠点を持
ってお ります。
　 この会社の動きを見ていると、2007年6
月、台湾から東南アジア向けの輸出を開始 し
ています。また、インドネシアからアフリカ
への輸出が拡大 しています。今年の発表によ
ると、日本国内市場の低迷が続 く中、生産コ
ス トの抑制を図るため、国内のブランド車に
インドネシアの逆輸入車を日本に投入すると
いう計画も出てきました。まさに経済共同体
としての実例です。
　私の個人的意見としては、 日本はASEAN
経済共同体 と並行して東アジア経済共同体の
形成を中国および韓国に働 き掛け、協調して
取 り組むことが現実的だと思います。経済的
な連携を進めていくうちに、東アジア共同体
の姿も見えてくるのではないかと思います。
　衛藤藩吉先生の昨年このアジア ・国際経営
戦略学会設立総会の基調講演での言葉で今 日
の話を締めくくらせていただきます。
　「戦争が勝利者にとってプラス、敗者にとっ
てマイナスであるとするならば、これからの
国際的な交流はすべて相互に利益を譲 り合
う、プラスとプラス、相手国とともにプラス
になって利益を得るという構造をつ くりあげ
ていく。それをよしとする国際的な倫理を普
及していくところに研究の重点があるだろう
と思います。」
少 し時間を超過して申し訳ありませんでし
た。ご清聴ありがとうございました。
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